
12
月
12
日
、
県
本
部
「
保

健
師
の
つ
ど
い
」
に
５
単
組

18
人
が
参
加
し
、
『
Ｄ
Ｖ
Ｄ

日
本
の
保
健
婦
さ
ん
』
を
鑑

賞
。
日
本
の
保
健
婦
（
師
）

活
動
の
先
駆
け
と
な
っ
た
名

古
屋
市
の
前
田
黎
生
（
あ
け

み
）
さ
ん
（
95
歳
）
の
生
い

立
ち
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま

で
の
『
壮
絶
な
道
の
り
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
綴
る
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
』
で
大
正
・
昭

和
の
激
動
の
時
代
に
翻
弄
さ

れ
な
が
ら
も
強
い
自
立
心
と

努
力
で
『
保
健
婦
と
し
て
力

強
く
歩
ん
で
い
く
人
間
ド
ラ

マ
』
で
し
た
。
視
聴
後
の
感

想
交
流
で
は
「
前
向
き
で
意

欲
的
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿

勢
に
感
動
」
「
実
習
生
の
こ

ろ
１
軒
１
軒
家
庭
訪
問
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
」
「
自

分
の
意
見
を
は
っ
き
り
言
う
、

一
歩
踏
み
込
む
、
途
中
で
あ

き
ら
め
な
い
こ
と
が
大
切
」

「
前
田
さ
ん
た
ち
が
築
い
て

く
れ
た
土
台
が
あ
っ
て
の
現

在
。
感
謝
し
た
い
」
「
経
済

成
長
期
、
公
害
、
過
労
死
な

ど
時
代
で
保
健
師
に
求
め
ら

れ
る
も
の
は
変
わ
っ
て
き
た
。

社
会
問
題
に
も
目
を
む
け
つ

つ
柔
軟
に
対
応
し
た
前
田
さ

ん
は
す
ば
ら
し
い
」
「
『
15

年
戦
争
研
究
会
』
へ
の
参
加

や
『
職
場
の
同
人
誌
』
へ
の

詩
の
寄
稿
、
な
ど
人
間
的
な

豊
か
さ
を
も
ち
な
が
ら
保
健

婦
活
動
に
活
か
し
た
」
な
ど
、

語
ら
れ
ま
し
た
。

12
月
19
日
、
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
愛
媛
県
セ
ン
タ
ー

の
「
第
３
回
労
働
安
全
衛
生

講
座
」
に
12
人
が
参
加
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
『
こ
こ
ろ
塾
』
の

村
松
つ
ね
さ
ん
を
講
師
に
、

12
月
か
ら
事
業
主
に
義
務
化

さ
れ
た
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
制
度
の
準
備
と
実
施
へ
の

流
れ
・
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」

を
解
説
。
◎
制
度
目
的
は
、

職
場
環
境
改
善
を
通
じ
メ
ン

タ
ル
不
調
の
未
然
防
止
で
、

不
調
者
の
発
見
で
は
な
い
、

◎
衛
生
委
員
会
等
で
社
内
規

定
と
し
て
明
文
化
し
、
全
労

働
者
に
内
容
を
周
知
す
る
必

要
が
あ
る
、
◎
労
働
者
に
受

け
る
義
務
は
な
い
、
◎
結
果

は
本
人
に
直
接
通
知
さ
れ
、

事
業
主
に
は
返
っ
て
こ
な
い
、

◎
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
医

師
に
よ
る
面
接
指
導
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
、
◎
事
業

主
は
必
要
な
就
業
上
の
措
置

や
職
場
環
境
改
善
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
―
な
ど
、

準
備
と
周
知
が
急
が
れ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

県
本
部
現
業
評
議
会
は
12

月
12
日
「
定
期
大
会
」
を
開

催
し
５
単
組
19
人
が
参
加
。

こ
の
１
年
間
、
８
月
１
日
学

習
交
流
集
会
、
９
月
26
日
民

間
委
託
学
習
会
の
成
功
、
今

治
で
は
パ
ワ
ハ
ラ
労
働
審
判

に
よ
る
対
策
改
善
、
伊
予
で

は
来
年
４
月
の
正
規
調
理
員

５
人
採
用
な
ど
の
活
動
と
前

進
を
共
有
し
、
運
動
方
針
と

新
役
員
を
確
認
。
討
論
で
は

参
加
全
単
組
が
「
職
場
の
状

況
」
「
現
業
の
要
求
」
と
り

わ
け
「
正
規
新
規
採
用
の
実

現
」
に
つ
い
て
発
言
。
◎
現

業
の
仕
事
と
正
規
採
用
の
必

要
性
を
も
っ
と
も
っ
と
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
、
◎
非
正
規
の
仲

間
の
声
を
、
要
求
を
取
り
上

げ
、
組
合
で
一
緒
に
運
動
し

よ
う
、
◎
現
場
の
声
を
聞
き
、

い
ろ
ん
な
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ

て
、
あ
き
ら
め
ず
言
い
続
け

る
こ
と
―
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。

12
月
18
日
、
愛
媛
県
公
務

員
共
闘
会
議
「
定
期
総
会
」

に
26
人
が
参
加
。
愛
媛
県
の

人
事
委
員
会
・
人
事
課
・
議

会
各
会
派
へ
の
公
務
員
給
与

改
善
の
要
請
行
動
な
ど
活
動

経
過
と
運
動
方
針
を
確
認
し
、

新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

総
会
の
中
で
は
「
国
家
公

務
員
の
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
の
動
き
」
を
学
習
。
人
事

院
に
よ
る
制
度
設
計
で
は
、

「
職
員
の
申
告
を
考
慮
し
、

で
き
る
限
り
努
め
る
と
努
力

義
務
に
さ
れ
る
」
「
１
日
の

労
働
時
間
の
弾
力
化
で
時
間

外
手
当
削
減
・
残
業
代
ゼ
ロ

に
つ
な
が
る
の
で
は
」
な
ど

の
問
題
点
・
懸
念
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

（１） 第４６８号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１６年 １月２０日

第 ４６８ 号

日 程

【１月】
21 東予総支部代表者会議
23 四国ブロック青年部幹事

会・交流会（高松）
27 南予総支部代表者会議
28 自治労連中央委員会

（つくば市～29）
30 東予総支部書記学習会

（新居浜）
30 愛媛労連中央委員会
【２月】
６ ハラスメント対策・スト

レスチェック準備学習会
６ 県本部中央委員会
９ 保育担当課訪問要請

（各市町～10）
12 自治労連共済学校

（加賀市～11）
13 青年部幹事会
17 戦争法廃止を求める愛媛

の会講演会（愛大）
20 青年部反核へんろ
20 医療介護評幹事会（内子）
20 自治保育労働者全国交流

集会（岡山～21）
27 現業評幹事会
27 社会福祉評幹事会

12月19日、県医労連の「街頭署名宣伝行動」に県本部医

療介護評の単組も参加。22人で松山市大街道で約1時間「さ

む～い」中、104筆の署名を集約。年末のためか急ぎ足の市

民も多く、少し反応は鈍かったのですが、学生さんは署名

中「ピース」のポーズもありました。



内
子
町
職
は
12
月
18
日
、

毎
年
恒
例
の
「
年
末
青
年
部

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催

し
、
今
年
は
親
組
合
か
ら
執

行
委
員
長
ほ
か
２
人
を
あ
わ

せ
総
勢
18
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
１
チ
ー
ム
３
人
、
計
６

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
２
ゲ
ー

ム
行
い
、
個
人
と
団
体
の
優

勝
を
め
ざ
し
て
競
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
一
投
ご
と
に
一
喜

一
憂
し
、
お
お
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
個
人
戦
の
成

績
上
位
者
お
よ
び
団
体
戦
の

優
勝
チ
ー
ム
に
は
豪
華
景
品

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
職

場
を
越
え
た
組
合
員
相
互
の

交
流
の
機
会
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
治
市
職
は
12
月
17
日
、

女
性
部
が
「
お
正
月
飾
り
づ

く
り
」
を
開
催
し
20
人
が
参

加
（
写
真
上
）
。
先
生
の
指

示
を
聞
き
な
が
ら
、
小
物
を

つ
け
始
め
る
と
、
み
ん
な
四

苦
八
苦
し
な
が
ら
黙
々
と
作

業
し
『
豪
華
な
お
正
月
飾
り
』

が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
「
こ
れ
で
素
敵
な
お
正
月

が
過
ご
せ
る
」
な
ど
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

19
日
に
は
給
食
部
会
が

「
ク
ラ
フ
ト
教
室
」
を
開
催

し
６
人
が
参
加
（
写
真
下
）
。

全
員
初
挑
戦
で
「
か
ご
」
を

何
に
使
う
か
、
数
種
類
の
色

や
太
さ
の
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド

を
決
め
、
材
料
が
決
ま
る
と
、

先
生
の
指
示
に
従
い
な
が
ら
、

ボ
ン
ド
や
洗
濯
バ
サ
ミ
を
使
っ

て
留
め
な
が
ら
バ
ン
ド
を
編

み
込
み
。
編
み
込
む
時
間
は

み
ん
な
真
剣
に
作
業
し
、
様
々

な
大
き
さ
や
色
の
カ
ゴ
が
完

成
。
完
成
後
は
感
想
を
述
べ

な
が
ら
、
『
お
い
し
い
お
茶

と
ス
イ
ー
ツ
』
で
癒
し
の
時

間
を
持
ち
ま
し
た
。
初
め
て

の
試
み
で
し
た
が
、
参
加
者

か
ら
「
楽
し
か
っ
た
」
「
ま

た
別
の
機
会
で
も
試
み
た
い
」

と
う
れ
し
い
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

西
条
市
職
労
青
年
部
は
12

月
６
日
「
丹
原
産
業
ま
つ
り
」

に
『
綿
菓
子
』
を
出
店
。
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
た
く
さ

ん
買
い
に
来
て
く
れ
、
約
１

８
０
個
の
売
り
上
げ
で
し
た
。

「
産
業
ま
つ
り
」
に
は
、
た

く
さ
ん
の
出
店
や
バ
ザ
ー
が

あ
り
、
景
品
付
餅
投
げ
な
ど

で
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

『
綿
菓
子
』
を
お
買
い
上
げ

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、
協

力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
12
月
13

日
、
毎
年
恒
例
の
婦
人
部
の

イ
ベ
ン
ト
「
愛
彩
会
」
を
開

催
し
家
族
含
め
約
１
０
０
人

が
参
加
。
今
年
は
女
性
に
う

れ
し
い
『
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ

ク
＆
エ
ス
テ
』
、
年
賀
状
に

も
使
え
る
『
消
し
ゴ
ム
は
ん

こ
教
室
』
、
子
ど
も
向
け

『
皿
回
し
ゲ
ー
ム
』
な
ど
を

実
施
。
食
事
に
も
工
夫
を
し
、

『
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ァ
ウ
ン

テ
ン
』
は
大
好
評
。
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
に
人
気
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
『
み
き
ゃ
ん
』
も
登
場
。

「
幸
せ
の
お
す
そ
分
け
～
！
」

と
題
し
た
『
餅
＆
お
菓
子
投

げ
』
で
は
、
最
近
お
祝
い
ご

と
の
あ
っ
た
方
か
ら
「
幸
せ

を
お
す
そ
分
け
」
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
会
場
で
た
く
さ

ん
の
人
の
笑
顔
を
見
て
、
大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
楽
し

め
る
こ
の
行
事
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
12
月
５
日

「
青
年
部
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

を
開
催
し
、
入
庁
10
年
目
以

内
の
職
員
に
声
を
か
け
約
20

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
中
央
公
民
館

で
『
キ
ン
ボ
ー
ル
』
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
。

み
ん
な
で
体
を
動
か
し
、
楽

し
く
交
流
で
き
ま
し
た
。
第

２
部
は
『
居
酒
屋
』
で
懇
親

会
を
開
催
。
参
加
者
で
最
ベ

テ
ラ
ン
の
川
井
さ
ん
・
河
内

さ
ん
の
ご
発
声
で
乾
杯
し
、

食
事
を
し
な
が
ら
交
遊
を
広

げ
ま
し
た
。

新
居
浜
市
社
会
福

祉
協
議
会
労
働
組
合
は
11
月

29
日
「
小
豆
島
親
睦
旅
行
」

を
実
施
し
、
15
組
の
組
合
員

と
家
族
が
参
加
し
ま
し
た
。

『
オ
リ
ー
ブ
公
園
』
で
は
オ

リ
ー
ブ
を
堪
能
し
、
『
小
豆

島
国
際
ホ
テ
ル
』
の
バ
イ
キ

ン
グ
で
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、
『
寒
霞
渓
』
で
は
少
し

で
す
が
紅
葉
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
、
『
マ
ル
キ
ン
醤
油
』

で
は
見
学
と
お
土
産
を
購
入

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
日
ご
ろ
の
疲

れ
を
癒
す
良
い
休
日
と
な
り

ま
し
た
。
新
年
１
月
22
日
に

は
「
決
起
集
会
（
兼
）
新
年

会
」
を
実
施
し
、
団
体
交
渉

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

■
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
大
洲
病
院
・
松
下
）

■
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
に
蒼

ざ
め
て
、
慌
て
て
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
始
め
ま
し
た
。
来
年
の

今
頃
は
き
っ
と
健
康
体
に
！

と
い
う
意
気
込
み
は
い
つ
ま

で
続
く
や
ら
…
汗

（
今
治
・
越
智
）

■
新
年
明
け
に
地
元
の
駅
伝

大
会
に
出
場
し
な
い
と
い
け

な
く
な
り
ま
し
た
…
職
場
の

仲
間
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
一
歩
づ
つ
頑
張
り
た

い
で
す
（
い
や
、
走
れ
よ
！
）

（
西
予
・
山
里
）

■
県
の
モ
ニ
タ
ー
事
業
で
自

転
車
ツ
ー
キ
ニ
ス
ト
を
始
め

ま
し
た
。
12
月
～
２
月
の
３

カ
月
間
で
、
ど
ん
な
効
果
が

得
ら
れ
る
か
楽
し
み
で
す
。

寒
い
け
ど
が
ん
ば
る
ぞ
！

（
西
条
・
越
智
）

■
マ
ラ
ソ
ン
の
練
習
よ
り
、

息
子
の
お
守
り
の
方
が
疲
れ

ま
す
。（

大
洲
病
院
・
吉
川
）

■
伊
予
市
の
自
校
式
の
給
食

も
今
年
８
月
か
ら
セ
ン
タ
ー

に
な
り
ま
す
。
今
か
ら
ど
う

な
る
か
ド
キ
ド
キ
ハ
ラ
ハ
ラ

し
て
ま
す
。
み
ん
な
で
が
ん

ば
っ
て
お
い
し
い
給
食
を
作

り
た
い
で
す
。

（
伊
予
・
水
元
）

■
田
福
さ
ん
の
訃
報
に
シ
ョ
ッ

ク
！
し
ば
ら
く
落
ち
込
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。

（
西
条
・
川
名
）

自 治 労 連 愛 媛
（２）第４６８号 ２０１６年 １月２０日

■
４
６
６
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ダ
ン
タ
イ
コ
ウ
シ
ョ

ウ
」
（
団
体
交
渉
）
で
し
た
。

正
解
は
６
通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

大
田

陽
市
（
内

子
）

川
名

良
子
（
西

条
）

小
林

弘
樹
（
宇
和
島
）

宮
城

恵
子
（
西

条
）

山
里
敬
一
郎
（
西

予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
２
月
27
日
【
発

表
】
４
７
０
号
（
３
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①日本の元プロボクサー。日本人初の

３階級制覇王者

④（柔道等）まだ段位のない人がつける帯

⑦組織などを切り盛り。会を○○○○する

⑧染めた糸。色糸

⑨長時間労働など仕事の過重な負担が

原因で急死または自死すること

【タテのカギ】
①皮膚の最外層

②巨大な生物で日本近海の深海にすみ、

10本の腕を持つ。全長６メートル超も

③（野球）ライトフライ

⑤マグロの一種であるビンナガの腹肉

⑥愛媛の郷土料理の一つ。県内でも

地域性がある

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

２
０
１
７
年
に
向
け
各
自
治
体
で
準
備
中
！

に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


